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Feasibility of the Northern Sea route is examined in terms of navigability and shipping cost. Parameter which multiplying sea 
ice concentration by sea ice thickness along the Northern Sea Route showed good relationship between actual ship speed that 
detected by satellite AIS. And shipping cost of iron ore, liquid bulk, finished car, LNG and container via the Northern Sea 




連貨物の輸送が実施されるようになり、2013 年には 71 航海、136 万ﾄﾝの貨物が輸送されるまでに増大した。しか










近年、北極海航路の夏期の航行は 6 月末～11 月末の約 5 ヵ月間となっている。また、2010 年以降の北極海航路を
横断した航海の平均速度は、8 月以降は約 10kn、海氷の状況がまだ厳しい 6~7 月は航海日数が多くなっているが、








   Figure 1. 北極海航路横断航行日数.          Figure 2 ［密接度×氷厚］と船速の関係 
筆者らは 2014 年から、北極海航路を航行する船舶の実際の航行位置及び船速を衛星 AIS にて取得してきた。この
うち 2014 年 6～8 月及び 10 月における 19 隻の航行事例について、航行位置における海氷密接度及び氷厚と航行
速度の関係を分析した。ここに、海氷密接度は衛星搭載マイクロ波放射計 AMSR2 観測データを基に JAXA が提供
する 10km×10km 精度の日平均データを利用、海氷厚は推定式（R. A. Krishfield, 2014）を用いて同じく AMSR2 の
輝度温度から計算した。海氷密接度と氷厚を乗じたパラメータと、日平均の船速の関係を調べた結果を Figure 2 に
示す。アイスクラス PC4 の船は、海氷があっても夏期なら単独航行する能力があり、この事例の中では氷況によ






























る(Nagakawa et al., 2015.)。LNG はその傾向がさらに大きくなる。したがって、今後北極海で生産されるヤマル
LNG のアジア地域への輸送コストは、LNG タンカーが短い期間で輸送できるかどうかによって、距離がわずかに








  Table 1. 北極海航路による輸送コスト分析 











欧州～日本 欧州～日本 欧州～日本 
船型 7.5 万 DWT 25 万 DWT 10 万 DWT 3800CEU 6500CEU 
砕氷型 17
万 m3 
14.7 万 m3 4000TEU 
9000TEU 
20000TEU 
距離 6,135NM 12,694NM 8,125NM 12,337NM 7,107NM 11,617NM 5,084NM 6,670NM 7,356NM 11,417NM 
輸送ｺｽﾄ 14.6 13.5 18.3 27.1 330 389 23.7 17.5 1,186 
1,109 
715 
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